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《2012年度第 1回例会（総 54回）：2012年 7月 21日(土) 於：流通経済大学》
（Ⅰ）後漢時代における顔回像

井ノ口 哲也（東京学芸大学教育学部准教授）
顔回は、孔子の数多くの弟子たちの中で、孔子から唯一人、自分より能力が上であると認められた

者である（『論語』公冶長篇）。『論語』からは、師である孔子を高く尊敬し、孔子の言うことを素直
に受け入れ、貧しいながらも自らの楽しみを改めず全力投球で精進を重ねる顔回の姿を描くことがで
きる。『韓非子』顕学篇によると、孔子没後に儒家は八派に分かれたが、郭沫若『十批判書』は、そ
のうちの「顔氏之儒」から荘子が出たと視る。『荘子』中における仲尼と顔回の会話は、孔子と顔回
という儒家の大物の権威を借りて自己の重要な思想を伝えようとした『荘子』の作者の立場を示して
いよう。また、近時公開された上海博物館所蔵戦国楚竹書『顔淵問於孔子』は、『荘子』外篇の作成
に関与した荘周の後学が『老子』や『論語』を援用して自らの主張を記したものではなかろうか。さ
らに、『史記』孔子世家・仲尼弟子列伝は、『論語』を踏まえている部分が多いが、孔子世家における
孔子の問いに子路→子貢→顔回の順で答えるくだりや、『韓詩外伝』と劉向の『新序』『説苑』に共通
する顔回の登場する二つの説話は、『荀子』に由来しているようである。
以上をふまえて、後漢時代における顔回像を検討すると、前漢時代には見られない顔回の死をめぐ

る話が『論衡』に見える。王充の運命論と虚妄を疾む批判のメスは、顔回の死をめぐる話にも及んだ
のである。また、『論語』鄭玄注では、子罕篇「後生可畏」の「後生」を顔回だとする解釈を示すな
ど、ふつうに読めば顔回についてのくだりであると思えない『論語』の文章が鄭玄によって具体化・
限定化された。そして、後漢末期、孔融と禰衡は、自分たちを孔子と顔回に擬えた関係にあった。こ
のように、後漢時代には、それ以前とは異なって、顔回へのアプローチがきわめてユニークであり顔
回像もバラエティに富んでいた、と言える。『孔子家語』における顔回像との相違を見るうえでも重
要であろう。

（Ⅱ）武威醫簡注釋及相關問題研究舉隅
袁國華（中央研究院歴史語言研究所助研究員）

武威醫簡乃漢朝遺物，一九七二年，甘肅武威旱灘坡地漢墓出土。簡牘出土前已散亂，經由重新組編
排序，保存竹簡七十八枚，木牘十四枚。
簡文內容有醫治內科、外科、婦科等病的醫方，以及實施針灸及其禁忌的記錄。其中又有「右治百病

方」的簡題一枚，其右簡所記為醫治各科疑難雜症的醫方。
木牘內容亦屬醫方，特別之處，在於標出方名，如「公孫君方」、「建威耿將軍方」等。另外有木牘一

枚專記中藥名稱、數量及價格，甚為珍貴。此外又有木牘一枚，甲面所載似與鬼神信仰有關，乙面所記
則兼有與日書宜忌類似的內容。(參甘肅省博物館、武威縣文化館合編，《武威漢代醫簡》，頁二〇，〈武
威漢代醫簡的發現與整理〉，北京：文物出版社，1975年)
本文內容在於根據過去各種研究成果，檢討目前所見武威醫簡專書注釋三種當中尚待商榷的問題，如

本文所舉木牘 79以及 80 甲、乙注釋，仍有值得討論之處。木牘 79所載服藥的時間和步驟；木牘 80 甲、
乙所言搗藥的方式以及藥物炮製過程，皆因斷句與訓讀不同，產生歧見。
本文試就句讀、通假字、字句校讎等方面加以分析討論，尚期對武威醫簡的解讀有所幫助。惟疏陋難

免，還望大雅君子，不吝賜教。

（Ⅲ）統一期における秦の文字改革――「與」「予」「鼠」「泰」などを例として
大西 克也（東京大学准教授）

秦の文字統一は、秦が自国の文字によって他国の文字を統一したという枠組みで論じられることが
多い。無論そのような見解が間違っているわけではないが、本発表は、文字統一が秦内部における文
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字改革を伴うものであったことを具体例に基づき論証したものである。
主に取り上げたのは副題にある４字であるが、そのうち「與」「予」「鼠」の３字は「与える」とい

う語の表記法に関連する。本発表では戦国秦漢の出土資料を精査した結果、伝世文献では一般的な「與」
は前漢中期以降の新たな表記であること、睡虎地秦簡では専ら「鼠」で表記していたが、統一期に「予」
への変更が行われたこと等を指摘するとともに、その背景には統一の過程において他国の異なる表記
体系と接触した結果、自国の表記体系の相対化とそれに伴う内省の深化があると分析した。
次に「泰」字を取り上げ、秦の天下統一を宣揚すべく、従来の「大」字に「水」と「廾」とを付加

して統一直後に新たに作られたことを論証した。「水」は秦の水徳を象徴し、「廾」は字形を「秦」に
似せるために加えられたのである。それ故「泰」は「泰守」「泰官」「泰上皇」「泰山」など官制等に
関わる上位の語彙に限定して使用され、「大男（女）子」「大隷臣（妾）」など下位の語彙や日常語彙
には従来通り「大」が使用された。里耶秦簡において「泰」は始皇二十七年以降の紀年を持つ簡牘に
のみ見られること、2000 年に発掘された相家巷遺跡出土の封泥において、官名「泰某」が出土する地
層が「大某」より新しいことが上記分析の重要な根拠である。秦滅亡後、「泰」の政治的メッセージ
を嫌った漢は官名や語彙をすべてもとの「大某」に戻したことが、張家山漢簡等から知られる。一方
南越国では武帝時代に至るまで「泰」が使い続けられたが、趙佗が持ち込んだ秦の習慣を継承したた
めである。

《特別寄稿》
（Ⅰ）本学会機関誌『中国出土資料研究』の文字コードについて

小寺 敦（中国出土資料学会機関誌委員長）
本年度より、筆者は機関誌委員会の委員長を仰せつかった。本学会機関誌の編集業務を全く経験す

ることなしに、いきなり委員長の重責を担うことには、正直いって不安があったが、関係者各位のご
協力を得ながら、今年７月の例会にあわせて無事に第１６号を送り出すことができた。まずは、これ
までお世話になった投稿者・学会関係者の方々にお礼申し上げたい。
さて、本誌を編集していく上でさまざまな困難に遭遇したが、中でも大きな障害となったのは、文

字コードの問題である。この問題が発生する可能性があるということは、投稿者側からは、本誌の投
稿規定を見ただけでは分かりにくいものであり（そもそも私自身が分かっていなかった一人であった）、
それなら会報でそれについての文章を書いてみてはどうかと薦められ、この小文を執筆することにし
たのである。
本誌投稿規定第１０条には、
「原稿は、原則としていわゆる舊字體を用いて入力した CD 等の媒体を、必ずプリントアウトされ

た原稿を添えて、送付すること。なお、投稿原稿等は、返却しない。」
とある。この文章は解釈によっては、康煕字典の正字体で全文を表記せねばならないともとれる。資
金が豊富な学会であれば、出版社に委託することによってそれを実現することが可能だろう。しかし、
これは本学会のような小規模な組織の場合、現実的ではない。これまで印刷をお願いしてきた印刷会
社の場合、コストを低く抑えられるかわりに、そこまではやってもらえない。それならと、本学会が
自前でそういう版下を整えるには、それなりの労働力が必要であって、現状ではかなり厳しい。
そういうわけで、現実的判断として、投稿者には環境依存しない範囲の文字フォント（ＪＩＳ Ｘ
０２０８）で旧字体にしていただき、そこから先のことは投稿者に自分の責任で漢字表記を選択し

ていただく形にせざるを得なかった。これだとたかだかＪＩＳ第一・第二水準の６千何百字しか漢字
を使えない。そこに含まれない漢字には、常用漢字を使っていただくか、外字を指定していただくこ
とになる。ＯＳがＷｉｎｄｏｗｓ７なら、ＪＩＳ Ｘ ０２１２の補助漢字を加えた１万２千字程度
のＪＩＳコード漢字を利用できる（ＳｉｍＳｕｎなど日本以外のフォントを使えば、Ｕｎｉｃｏｄｅ
の７万字を使用可能）が、安全策をとったのである。実際には、その印刷業者はＪＩＳ Ｘ ０２０
８よりは広い範囲のフォントに対応可能のようであり、校正時、新たに旧字体に打ち出されてくる漢
字もあった。
現時点で最もトラブルになりにくい方法は、投稿者の方でＪＩＳ Ｘ ０２０８の文字コードから

外れるフォントを指定することである。どれが外れるのかは、ＩＭＥで漢字変換して感覚的に分かる
部分もあるが、厳密を期すには、フリーソフトの中には、文字コードを判別・変換するものがあるの
で、そういうツールを利用していただいてもよい。投稿文の本文では、ゲタなど何らかの記号によっ
て外字であることを示し、別ファイルでその外字を作成するか、打ち出し原稿に赤字で指定していた
だくかするのである。外字作成には、グリフウィキのような外字フォント作成ツールを利用すればよ
い。こうすれば、印刷業者の方でも間違えることはまずない。何度か本誌に投稿経験のある方の中に
は、投稿文とは別ファイルで外字を作成してこられた方がおられたので、編集サイドとしては大変あ
りがたかった。
フォント埋め込みのＰＤＦで提出すればよいのではないかと疑問を感じる読者もおられるだろうが、

これには印刷業者の側が対応していないので、残念ながら現状では不可である。
編集作業中に最も混乱が起こりやすいのは、今昔文字鏡や花園明朝体といった特殊フォントが使わ
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れた場合である。編集サイドでそのフォントをインストールしていないＰＣを使うと、その特殊フォ
ントが表示されない。何よりも印刷業者側が対応していないため、こちらに戻ってきたゲラが、今昔
文字鏡なら文字化け、花園明朝体なら新字体になってしまう。
以上の問題が起きるのは、本誌投稿規定第１０条が現実的ではないからだと指摘されれば確かにそ

うなのであるが、この規定ができるまでには紆余曲折があったはずであり（本誌バックナンバーの編
集後記には、文字コードの問題に触れたものがある）、その事情を知らぬ自分があれこれ批評するこ
とは避けたい。
以上のこととは別に、あくまでも個人的な感想であるが、本誌の漢字全てをいわゆる旧字体で表記

することに学問的な意味がいかほどあるのか、疑問を感じないわけではない。資料引用については確
かに原文のままが望ましいし、出土文献の訳注の場合は隷定された字形（Ｕｎｉｃｏｄｅにもないこ
とがよくあるけれども）が忠実に反映されるべきである。しかし、論説の内容に影響を与えない通常
の文章については、常用漢字であっても支障ないだろう。この種の日本語表記に関わることは、美意
識や価値観と関わりやすい。たまたま最近読んだ今野真二『百年前の日本語―書きことばが揺れた時
代―』（岩波新書、2012 年 9 月）に、夏目漱石など、明治期の文書には様々な書体・字体が混在して
いた（善し悪しは別にして、多様性があったともいえる）こと、時代がすすむとそれが規範化・画一
化されていった（これも善し悪しは別にして、多様性を喪失していったともいえる）ことなどが書か
れており、本誌の編集作業をふと思い出したのであった。
とにかくしばらくの間は、投稿規定自体は変更せず、編集時に投稿者ごとに現実的対応を行うとい

う現行の方式を続けていくことになると考えている。これから原稿をお寄せいただく、あるいはお寄
せいただくことをお考えの方には申し訳ないが、どうかご海容いただければと思う。

参考文献：
漢字文献情報処理研究会編『電脳中国学入門』（好文出版、2012年 2月）

《新刊紹介》
（Ⅰ）陳偉著『燕説集』
（商務印書館、2011年 11月、435頁、48元）
著者の陳偉氏は、武漢大学歴史学院教授である。本書は著者の既発表論文 40 篇を集成したものであ

り、それぞれの初出年代は 80 年代から直近まで多岐にわたる。すなわち著者の二十数年来の研究成果
がここに集積されており、著者自身も前言にて、この論集を編んだことはこれまでの学問的道程に一
区切りを付けるものである、としている。本文は考古・地理・楚簡・秦漢簡牘の四部分にまとめられ
ている。すなわち諸論文は内容に基づいて配列されているのであるが、大まかに言って初出年代もそ
の順に並んでおり、著者の興味関心がどのように展開していったかが跡づけられ興味深い。巻末の主
要著作一覧も有用であり、斯界の第一人者による自選集として重視されるべき書であると言えよう。

（Ⅱ）呉栄曽・汪桂海主編『簡牘与古代史研究』
（北京大学出版社、2012年 1月、238頁、33元）
編者の呉栄曽氏は北京大学歴史系教授、汪桂海氏は国家図書館研究院研究館員である。本書は戦国

～魏晋期に関する、出土簡牘史料を用いた古代史論文集であり、11 人の著者の手による論文 14 篇か
らなる。出土史料そのものに対する論考と言うよりは、それと文献史料とを併せて当時の政治制度に
ついて考察した論文が中心となっている。さらに附篇として、2004 年に湖南省郴州で発見された晋代
の竹簡（「湖南省郴州蘇仙橋遺址発掘簡報」〈湖南省文物考古研究所編『湖南考古輯刊(第 8集)』所収、
2009 年〉に公表）の釈文を載せる。決して大部な書ではないが、扱う時代が幅広く、歴史学方面の成
果として今後有用となり得る論文を多く載せている。

（執筆：高津 純也）

（Ⅲ）崎川隆著『賓組甲骨文分類研究』
（上海人民出版社、2011年 12月、949頁、180元）
著者の崎川隆氏は、吉林大学古籍研究所副教授である。本書は著者の博士論文をもとにしたもので

あり、殷墟甲骨の多くを占める賓組（賓をはじめとする貞人のグループ、陳夢家は最も古い武丁期に
編年）甲骨の分類に取り組んでいる。甲骨の編年は、当該時代研究の基礎となる極めて重要なもので
あり、本書の議論は当然ながらそれに関わる。本書の大半を占める図表は、著者の地道で堅実な研究
スタイルをまさによく示している。今日の我が国において、殷代甲骨を志す研究者は決して多くはな
いが、国外において、若手研究者の手になるこのような大著が出版されたことを喜びたい。

（執筆：小寺 敦）

（Ⅳ）鈴木直美著『中国古代家族史研究―秦律・漢律にみる家族形態と家族観―』
（刀水書房、2012年 2月、244頁、本体価格 5,800円）



- 4 -

著者の鈴木直美氏は明治大学非常勤講師である。本書は、2008 年に提出された博士論文に加筆・補
訂し出版された。
著者は本書を執筆するにあたり、『睡虎地秦簡』に書かれた秦律が、これまで適切に解釈されてい

たかという疑問を発端に、「中国古代における家族法の検討を通じて、戦国秦から前漢前期にかけて
の法制上の家族形態と、そこに反映される家族観の展開を探る」ことを課題とした。
本書の特徴は、従前「商鞅変法による単純家族（父母と未成年子で成り立つ家族）の析出を前提」

にして解釈されてきた『睡虎地秦簡』を、法の運用実態を読み取れる『里耶秦簡』と、編纂された副
葬品である『張家山漢簡』二年律令・奏讞書とを用いて、再検討している点である。その内容は、第 1
章および第 2 章では、秦・漢初の戸口調査とその目的を明らかにし、第 3 章では秦の収帑制と、その
対象者が妻子に限定されることに注目し、第 4 章では収帑制・縁坐制の撤廃の理由を文帝の政治的な
事情に求め、第 5 章では、秦律の公室告・非公室告のあり方から、秩序規制の対象が「家」という集
団ではなく、親子など個々の「関係」の集積にあると論じている。秦～漢初の法制度上で、家族がど
のような単位で刑罰の対象となっていたのか様々な知見を提示し、新たな家族観を描き出している。

（執筆：村上 陽子）

《学会彙報》
○例会委員会より
・2012 年度第 1 回例会（総 54 回）が、2012 年 7 月 21 日（土）、流通経済大学を会場に開催された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中国出土資料学

会」で検索してもすぐに見つかります。

○ＨＰ委員会より
中国出土資料学会専用ドメイン
http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。
office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報編集委員会より
年１回発行の雑誌『中國出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く内外の研究者に

提供することを目的としているのに対し、年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される会報は新
しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提供することを目的として編集されています。しかし編集
委員会単独ではなかなか十分な最新情報を入手することが容易ではありません。どうか会員各位にお
かれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報編集委員会に原稿の提供をお願い致します。
原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送りください。
今後一層会報の内容を充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ちしております。

○機関誌委員会より
（１）『中國出土資料研究』第 17号の締切について

2010年度大会（2011年 7月 16日開催）および 2011年度大会（2012年 3月 10日開催）にて、『中
國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 17 号の投稿締切日は、2012 年 12 月
末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について
原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○事務局より
住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室
中国出土資料学会（事務局）


